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平成 27年第２回定例会は平成 27年５月 28日から６月５日までの９日間を会期として開会しました。
提出案件は、平成 27年度一般会計補正予算、条例の一部改正などの議案等が 14件上程され、総務建設産業常
任委員会協議会（５/21）、民生文教常任委員会協議会（５/22）、全員協議会（５/25）で質疑を行い、本会議に
おいて賛成全員で同意・可決されました。また、報告案件が 11件（町長報告６件、議長報告５件）ありました。
※議案等の内容、審議結果については下記の「議案等と審議結果」をご覧ください。
　
一般質問には、町政の諸問題などについて４人の議員が登壇しました。
※内容については５ページ以降をご覧ください。

人　事

補正予算

議案番号 事　件　名 内　容 審議結果

議案第 23号
人権擁護委員の推薦につき意
見を求めることについて

現委員（梅田悦子さん：新町）の任期が平
成 27 年９月 30 日に満了するため、再任
について議会の同意を得るもの

賛成全員で同意

議案番号 事　件　名 内　容 審議結果

承認第１号
専決処分の承認を求めること
について（平成 26年度御嵩
町一般会計補正予算第９号）

補正額
58,153 千円

補正後予算
8,175,499 千円

賛成全員で承認歳入：地方交付税等の額の確定による増額
歳出：財政調整基金積立金等の増額
（３月 31日付　専決）

議案番号 事　件　名 内　容 審議結果

議案第 24号
平成 27年度御嵩町一般会計
補正予算第１号について

補正額　
46,418 千円

補正後予算
8,673,418 千円

賛成全員で可決
歳出：道路改良工事費や海洋センター吊り
天井の調査・設計などの増額補正

議案等と審議結果
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条　例

その他

議案番号 事　件　名 内　容 審議結果

承認第２号

専決処分の承認を求めること
について（御嵩町町税条例及
び御嵩町町税条例等の一部を
改正する条例の一部を改正す
る条例の制定）

地方税法改正に伴い、ふるさと納税に係る
申告手続きの簡素化、個人の町民税の住宅
借入金等特別税額控除の適用期限の延長、
軽自動車税の新税率の適用の１年延長など
について条例の一部改正を行うもの（３月
31日付　専決）

賛成全員で承認

承認第３号

専決処分の承認を求めること
について（御嵩町国民健康保
険税条例の一部を改正する条
例の制定）

国民健康保険税の課税限度額の見直し、５
割軽減措置の拡大及び２割軽減措置の拡大
について、地方税法施行令等の一部改正の
施行日である４月１日に併せて条例の一部
改正を行うもの（３月 31日付　専決）

賛成全員で承認

議案番号 事　件　名 内　容 審議結果

議案第 25号 訴訟の提起について
賃料を未払いとしているものに対して、土
地返還等請求の訴訟を提起するにあたり議
会の議決を求めるもの

賛成全員で可決

議案第 26号 工事請負契約の締結について
亜炭鉱廃坑充填工事の予定価格が 5,000
万円以上のため

賛成全員で可決

議案第 27号 工事請負契約の締結について
公共下水道事業　長岡雨水幹線（第３工区）
の予定価格が 5,000 万円以上のため

賛成全員で可決

諸般の報告（議長報告）

（１） 「働き過ぎの防止と良質な雇用の確立を求める意見書」の採択を求める陳情

（２） 定例監査実施報告書 平成 27年５月実施（向陽中学校、上之郷保育園、わいわい館）

（３） 随時監査実施報告書 平成 27年５月実施（工事等３件）

（４） 財政援助団体等監査報告書 平成 27年５月実施（御嵩町体育協会、みたけ健康館、可茂森林組合）

（５） 例月現金出納検査結果報告 平成 27年２月分から平成 27年４月分
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賛否一覧

諸般の報告（町長報告）

報告第１号 平成 26年度御嵩町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について

報告第２号 平成 26年度御嵩町一般会計予算事故繰越し繰越計算書の報告について

報告第３号 平成 26年度御嵩町下水道特別会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について

報告第４号 平成 26年度御嵩町水道事業会計予算繰越計算書の報告について

報告第５号 御嵩町土地開発公社の経営状況に関する報告について

報告第６号 町有地の信託に係る事務の処理状況に関する報告について

【表示記号】
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定、採択、同意
　　　　　●…否決、不承認、不認定、不採択

議　　　員　　　名
議 

決 

結 

果

加
藤

　
保
郎

谷
口
　
鈴
男

岡
本

　
隆
子

大
沢
ま
り
子

植
松
　
康
祐

伊
崎

　
公
介

山
田
　
儀
雄

柳
生

　
千
明

安
藤
　
雅
子

山
口
　
政
治

高
山

　
由
行

承認第１号から承認第３号、議案第 23号から議案第 27号 － ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

町議会では、提出されたすべての議案（条例、予算、決算認定）などについて、採決で賛成か反対かの最終的な
決定をおこないます。

本会議の開会
　議長が開会を宣告します。本会議を開くには議員の半数以上の出席が必要です。
議案の提出
　議案には、町長から提出されるものと、議員から提出（発議）するものがあります。
提案の説明
　提出者から提出した議案について本会議で説明をします。（議案の詳細な説明は委員会等でします）
質問・質疑
　議員が、町政に対する質問や議案についての質疑をおこないます。それについて町長などが答弁をします。
討　論
　議案について賛成か反対かについての考え方をのべます。
採　決
　議案について賛成か反対かを出席した議員が判断します。（過半数で決まります）
閉　会
　すべての議案の採決が終わると、議長が閉会を宣告して閉会となります。
結果の通知
　採決の結果は、議長から町長に通知され、町長はこの通知をもとに仕事を進めていきます。

議案が採決されるまで
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平成27年　第２回定例会

そこが知りたい

町議会の一般質問は
ケーブルテレビ可児で
もご覧いただけます

町議会（一般質問）を傍聴することがで
きない方は、ケーブルテレビ可児で放送し
ますので、ぜひ、ご覧ください。放送は、
議会当日に生放送される場合と、録画によ
る後日放送となる場合があります。

一般質問は６月２日に行われ、４人の議員が活発な質問をしました。

1　高山　由行　議員 ………… 6 ページ

○御嵩町の観光振興について
○御嵩町の観光施策全般について
○外国人観光客誘致政策について

2　岡本　隆子　議員 ………… 7 ページ

○みたけの森の湿原の木道工事について
○事業者の行う事業での希少種の保護について
○町内の希少種の保護について
○ラムサール条約について

一般質問の「問・答」は、質問議員
本人の文責です。一般質問のページに
掲載した内容について、議員に直接連
絡がつかない場合は、ご質問の内容、
お名前、連絡先（住所、電話番号等）
を添えて、議会事務局まで書面にてお
届けくだされば、各議員に連絡いたし
ます。

文責についてお知らせ
議会では、町民の皆様の暮らしに密着した重要な問
題が審議されます。
傍聴ご希望の方は、議会事務局受付で住所、氏名等
を所定の用紙に記入後、傍聴券をお受け取りください。
議場傍聴席で傍聴することができます。
どうぞお気軽にお越しください。
くわしくは、議会事務局までお問い合わせください。

☎ 67-2111（内線 2252）

3　安藤　雅子　議員 ………… 8 ページ

○地域包括ケアシステムの進捗状況について
○介護ボランティアの構想について

4　大沢　まり子　議員 ……… 9 ページ

○交通安全対策について
○子どもの貧困について

あなたも議会を傍聴しませんか
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御
嵩
町
の
観
光
振

興
に
つ
い
て

町
外
か
ら
長
き
に
わ

た
り
関
わ
っ
て
き
た
参

事
に
観
光
振
興
に
つ
い

て
良
い
点
、
悪
い
点
、

何
が
足
ら
な
い
か
所
信

を
伺
う
。

 

【
企
画
担
当
参
事
】

御
嵩
町
の
地
域
の
皆

さ
ん
の
『
手
作
り
』
に

よ
る
取
組
み
は
、
長

く
「
継
続
」
す
る
こ
と

が
で
き
「
活
躍
」
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
ま
た

最
近
は
今
で
も
活
躍
さ

れ
て
い
る
の
に
「
次
の

ス
テ
ッ
プ
」
を
考
え
て

お
ら
れ
、
そ
の
姿
勢
に

す
ご
さ
を
感
じ
て
い
る
。

今
後
は
、
町
外
の
頑

張
っ
て
い
る
団
体
と
の

交
流
等
で
、
自
ら
の
魅

力
を
再
発
見
し
た
り
新

た
な
方
向
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

 

御
嵩
町
の
観
光
施

策
全
般
に
つ
い
て

地
方
創
生
が
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

中
、
御
嵩
町
も
取
り
残

さ
れ
な
い
た
め
、
観
光

に
つ
い
て
５
点
を
伺
う
。

①
町
政
60
周
年
事
業
の

実
行
委
員
会
で
観
光
振

興
に
関
わ
る
計
画
は
あ

る
か
。

②
実
行
委
員
会
は
、
ど

の
様
な
方
が
な
っ
て
い

る
か
。

③
実
行
委
員
の
方
と
御

嶽
宿
の
再
生
に
携
わ
っ

て
き
た
「
み
た
け
地
域

活
性
化
委
員
」
の
人
と

の
新
た
な
「
ま
ち
づ
く

り
」
団
体
へ
の
移
行
を

提
案
す
る
が
ど
う
か
。

④
今
回
地
方
創
生
関
連

予
算
で
作
成
す
る
「
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
」
は
ど
の
様
に

町
民
、
団
体
の
意
見
を

取
り
入
れ
て
い
く
か
。

⑤
こ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
が
観
光
振
興

の
指
針
に
な
る
か
。

 

【
総
務
部
長
】

①
②
商
工
会
な
ど
団

体
の
代
表
者
８
名
、
行

政
か
ら
は
60
周
年
の

主
要
な
イ
ベ
ン
ト
を

所
管
す
る
課
の
係
長

６
名
、
計
14
名
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
本
年
３

月
に
第
１
回
実
行
委

員
会
を
開
催
し
、
60
周

年
事
業
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
「
夢　

み
た
け

れ
ば　

み
た
け
」、
な

ど
を
選
定
、
一
年
に
わ

た
る
記
念
事
業
計
画

の
概
要
を
決
定
し
た
。

例
年
開
催
し
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
も
そ
の
内

容
を
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
記
念
事
業

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

に
す
る
こ
と
で
、
御
嵩

町
を
知
っ
て
い
た
だ

く
重
要
な
観
光
イ
ベ

ン
ト
と
位
置
付
け
て

い
る
。

③
60
周
年
実
行
委
員
会
、

地
域
活
性
化
委
員
会
に

限
定
す
る
こ
と
な
く
、

御
嵩
町
観
光
協
会
な
ど

他
の
団
体
も
含
め
、
幅

広
い
町
民
の
参
画
を
得

て
、
活
発
な
議
論
が
出

来
る
協
議
会
の
設
立
を

今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

④
観
光
Ｐ
Ｒ
映
像
、
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
観

光
紹
介
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

３
点
の
ツ
ー
ル
を
全
て

英
語
対
応
と
し
海
外
へ

も
発
信
で
き
る
も
の
と

す
る
。
観
光
協
会
、
観

光
施
設
な
ど
の
関
係
者

と
連
携
し
、
意
見
を
聴

き
な
が
ら
作
成
し
て
い

く
。

⑤
あ
く
ま
で
ツ
ー
ル

（
道
具
）
で
あ
り
、
そ

れ
を
い
か
に
し
て
使
う

か
、
ヒ
ト
次
第
で
そ
の

効
果
が
発
揮
さ
れ
る
。

観
光
振
興
策
の
指
針
は
、

今
年
度
策
定
す
る
「
御

嵩
町
版
総
合
戦
略
」「
第

５
次
総
合
計
画
」
に
盛

り
込
ん
で
行
く
。

 

町
長
の
考
え
る
外

国
人
観
光
客
誘
致
政
策

は

 

【
町
長
】

町
の
地
方
創
生
の
一

つ
に
、
当
然
観
光
施
策

は
入
る
の
で
、
人
と
経

費
を
か
け
る
覚
悟
を

持
っ
て
当
た
る
。
海
外

戦
略
の
予
算
を
有
効
に

使
い
、
外
国
人
観
光
客

を
誘
致
し
、
観
光
立
国

を
目
指
す
日
本
に
お
い

て
、
そ
の
一
部
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
存
在
に
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問問答答

問問

答答

問問答答

高
山

　
由
行

御
嵩
町
の
観
光
に
つ
い
て
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み
た
け
の
森
の
湿

原
の
木
道
工
事
に
つ
い

て
当
町
で
は
環
境
基
本

条
例
で
町
の
責
務
と
し

て
野
生
生
物
の
種
の
保

存
や
生
物
の
多
様
性
の

確
保
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
町
の
公
共

工
事
全
般
で
環
境
の
保

全
の
た
め
優
先
的
な
配

慮
が
定
め
ら
れ
、
環
境

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
環
境
モ

デ
ル
都
市
と
し
て
自
然

環
境
の
保
全
の
姿
勢
を

問
う
。

平
成
26
年
度
に
県
の

環
境
税
で
み
た
け
の
森

の
湿
原
に
木
道
が
整
備

さ
れ
た
が
、
目
を
疑
う

よ
う
な
工
事
が
施
さ
れ

て
い
る
。

①
こ
の
木
道
の
見
解
は
。

②
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
調
査
は
さ
れ
た
か
。

③
木
道
工
事
に
つ
い
て

の
助
言
が
求
め
ら
れ
て

い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

④
今
後
の
工
事
は
ど
の

よ
う
に
す
る
か
。

 

【
建
設
部
長
】

「
み
た
け
の
森
」
は

治
山
事
業
の
一
環
と
し

て
花
木
等
を
植
え
、
歩

道
な
ど
を
設
置
し
皆
さ

ん
の
保
健
休
養
や
自
然

観
察
の
場
と
し
て
利
用

頂
く
生
活
環
境
保
全
林

で
あ
り
、
人
工
林
で
あ

る
。
こ
の
中
で
、
①
安

全
性
を
優
先
し
た
工
法

だ
っ
た
が
、
配
慮
に

欠
け
た
も
の
で
あ
っ

た
。
②
計
画
段
階
で
の

助
言
・
提
言
を
受
け
て

い
る
。
③
整
備
詳
細
の

説
明
配
慮
に
欠
け
た
も

の
で
あ
っ
た
。
④
環
境

学
習
の
場
と
し
て
、
４

〜
５
年
を
か
け
て
更
新

整
備
を
進
め
る
。
施
工

済
み
箇
所
を
含
め
て
専

門
家
や
環
境
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
方
々
に
も
指

導
・
助
言
の
ほ
か
、「
み

た
け
の
森
」
の
保
全
と

活
用
に
対
す
る「
知
恵
」

を
お
願
い
し
て
い
く
。

 

事
業
者
の
行
う
事

業
で
の
希
少
種
の
保
護

に
つ
い
て

森
林
信
託
制
度
に
よ

る
町
有
林
の
整
備
に
つ

い
て
も
希
少
種
保
護
の

た
め
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

助
言
を
求
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

 

【
建
設
部
長
】

本
町
の「
森
づ
く
り
」

は
、
様
々
な
方
々
か
ら

意
見
を
求
め
集
約
す
る

た
め
「
御
嵩
町
森
林
管

理
委
員
会
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
森
林
整
備

が
環
境
面
に
お
い
て
も

好
循
環
を
も
た
ら
す
よ

う
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
も
委
員
と
な
っ
て
頂

い
て
お
り
助
言
を
受
け

て
い
ま
す
。
今
後
も
希

少
種
保
護
と
森
林
再
生

へ
の
「
知
恵
」
を
お
願

い
し
て
い
き
ま
す
。

 

町
内
の
希
少
種
の

保
護
に
つ
い
て

近
隣
の
市
町
で
は
ハ

ナ
ノ
キ
や
シ
デ
コ
ブ
シ
、

ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
等
希
少

種
の
保
護
策
が
執
ら
れ

て
い
る
。
当
町
も
保
護

策
を
執
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

 

【
総
務
部
長
】

御
嵩
町
環
境
基
本
条

例
な
ど
そ
の
目
的
を
再

度
認
識
し
、
希
少
種
の

保
護
な
ど
環
境
に
優
し

い
行
政
に
努
め
て
い
く
。

生
物
環
境
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
の
連
携
を
強
化

し
、
積
極
的
に
そ
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
ハ

ナ
ノ
キ
、
ヒ
ト
ツ
バ
タ

ゴ
な
ど
希
少
種
の
有
効

な
保
護
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

 

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

に
つ
い
て

町
内
の
主
た
る
湿
原

湿
地
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
指
定
へ
の
申
請
を
求

め
て
は
ど
う
か
。
そ
の

た
め
ま
ず
は
、
そ
の
前

段
階
と
し
て
飛
騨
木
曽

川
国
定
公
園
の
区
域
拡

張
・
再
編
成
を
国
に
働

き
か
け
た
ら
い
か
が
か
。

 

【
町
長
】

国
定
公
園
の
区
域
拡

張
や
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
と
な
る
と
、
そ
の

形
状
を
変
え
る
こ
と
が

困
難
に
な
る
の
で
、
地

元
住
民
に
と
っ
て
は
、

決
し
て
あ
り
が
た
い
話

と
は
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
現
段

階
で
は
、
国
定
公
園
の

区
域
拡
張
や
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
申
請
に
つ

い
て
、
考
え
て
い
な
い
。

問問

答答

問問答答

問問答答

問問答答

岡
本

　
隆
子

み
た
け
の
森
の
湿
原
の
木
道
工
事
の
あ
り
方
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介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
の

経
過
措
置
を
２
年
間

と
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上

げ
る
の
に
２
年
間
は
と

て
も
短
い
と
考
え
る
。

現
在
の
進
捗
状
況
を
伺

う
。

 

【
民
生
部
長
】

ま
ず
は
、
今
後
の
事

業
の
体
制
づ
く
り
と
な

る
協
議
体
の
準
備
会
議

を
立
ち
上
げ
た
い
が
、

先
日
、
協
議
体
の
中
心

と
な
る
「
御
嵩
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
「
御
嵩
町
社
会
福
祉

協
議
会
」
と
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
状
況
や

そ
の
受
け
入
れ
先
と
な

る
社
会
福
祉
協
議
会
の

在
り
方
な
ど
に
つ
い
て

打
ち
合
わ
せ
を
開
始
し

た
段
階
で
あ
る
。

ま
た
、「
在
宅
医
療

と
介
護
の
連
携
」に
つ

い
て
は
、「
地
域
の
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
資
源
の

把
握
」の
た
め
の
マ
ッ

プ
化
・
リ
ス
ト
化
事
業

に
か
か
る
協
議
を
可
児

医
師
会
等
と
始
め
た
と

こ
ろ
。
こ
の
ほ
か
、
可

児
市
と
御
嵩
町
共
同
で

両
市
町
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
職
員
が
一
堂
に
会

し
て
行
う「
可
児
市
・
御

嵩
町
多
職
種
連
携
研
修

会
」を
開
催
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

は
な
く
、
既
に
実
施
し

て
い
る
会
議
や
団
体
等

を
地
域
資
源
と
し
て
活

用
を
図
り
、
協
議
体
を

早
期
に
設
置
し
て
事
業

開
始
に
向
け
た
準
備
を

行
う
予
定
。
将
来
的
に

は
、
御
嵩
町
の
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
ど

う
構
築
し
て
い
く
の
か

協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
。

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

形
は
ど
の
よ
う
な
も
の

を
考
え
て
い
る
か
。
例

え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯

金
な
ど
の
活
用
は
考
え

て
い
る
か
。
構
想
を
伺

う
。

 

【
民
生
部
長
】

現
在
の
御
嵩
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
登
録
し

て
い
る
本
町
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
状
況
は
、
登

録
団
体
34
団
体
で
５
４

７
人
、
個
人
登
録
者
は

40
人
（
う
ち
60
歳
以
上

は
27
名
）。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
の
内
容
は
、
託

児
、
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
災
害
、
演
芸
、
送

迎
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
な

ど
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
、

平
成
26
年
度
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
事

業
実
績
は
、
託
児
で
44

件
、
送
迎
で
１
０
９
件
、

介
護
施
設
等
で
２
０
２

件
、
そ
の
他
で
21
件
、

合
計
３
７
６
件
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
国
の

示
し
た
「
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、

制
度
の
導
入
状
況
は
、

全
国
１
，
７
４
２
市
町

村
の
う
ち
実
施
済
み
及

び
実
施
予
定
は
、
２
６

８
自
治
体
で
、
制
度
内

容
や
活
動
対
象
も
多
種

多
様
で
あ
る
模
様
。
近

隣
で
は
美
濃
加
茂
市
が

実
施
中
で
、
先
日
視
察

を
行
い
、
現
在
、
御
嵩

町
に
馴
染
む
も
の
か
、

ま
た
実
施
可
能
な
も
の

か
、
検
討
中
で
も
あ
る
。

御
嵩
町
で
は
、
現
在

実
施
中
の
「
み
た
け
健

康
館
」
で
の
筋
ト
レ

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室

で
の
補
助
的
な
指
導
ス

タ
ッ
フ
を
は
じ
め
、
伏

見
に
こ
に
こ
館
や
あ
っ

と
訪
夢
な
ど
高
齢
者
い

き
が
い
活
動
支
援
施
設

で
の
サ
ロ
ン
事
業
の
運

営
補
助
や
、
各
種
行
事

の
お
手
伝
い
、
話
し
相

手
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
可
能
で
あ
る
と
考

え
る
。

今
後
、
既
に
取
り
組

ん
で
い
る
市
町
村
の
事

例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

御
嵩
町
に
合
っ
た
高
齢

者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

問問答答

問問答答

安
藤

　
雅
子

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
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交
通
安
全
対
策
に

つ
い
て
伺
う

冬
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

が
凍
っ
て
見
え
な
く
な

る
の
は
非
常
に
危
険
で

あ
る
。

①
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
状
況
は
ど
う
か

②
管
理
・
清
掃
は
ど
こ

が
行
う
の
か

③
『
凍
結
予
防
の
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
』
の
設
置
に

つ
い
て
の
見
解
を
伺
う

 

【
総
務
部
長
】

①
現
在
、
９
３
０
基
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
自
治
会

か
ら
の
設
置
要
望
を
基

に
、
可
児
地
区
交
通
安

全
協
会
、
警
察
署
、
役

場
担
当
職
員
で
現
地
確

認
を
し
、
真
に
必
要
と

認
め
た
箇
所
に
設
置
し

て
い
る
。

②
交
通
安
全
協
会
の
各

支
部
で
破
損
確
認
、
角

度
点
検
、
清
掃
を
実
施

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

さ
ら
に
清
掃
管
理
は
地

域
の
方
々
で
も
行
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
た
い
。

③
設
置
後
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
も
含
め
、
よ
り
費

用
対
効
果
が
高
く
て
良

い
物
を
、
近
隣
市
町
の

導
入
状
況
、
自
治
会
要

望
も
考
慮
し
な
が
ら
曇

り
に
く
い
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
設
置
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

子
ど
も
の
貧
困
に

つ
い
て
伺
う

昨
今
、
子
ど
も
の
貧

困
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
未
来
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

守
る
の
は
自
治
体
の
役

目
で
も
あ
る
。

①
町
内
の
状
況
は
ど
う

か②
支
援
策
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
か

 

【
民
生
部
長
】

①
現
時
点
で
、
所
得
数

値
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

実
態
把
握
は
出
来
て
い

な
い
。
福
祉
や
教
育
の

各
種
分
野
で
の
支
援
実

績
は
、
生
活
保
護
受
給

者
の
う
ち
18
歳
未
満
の

子
ど
も
は
１
人
。
ひ
と

り
親
世
帯
の
状
況
と
し

て
、
町
の
遺
児
手
当
受

給
世
帯
数
は
２
１
５
世

帯
、
子
ど
も
の
人
数
は

３
２
６
人
。
母
子
世
帯

上
水
道
料
金
助
成
対
象

世
帯
は
35
世
帯
。
就
学

援
助
費
制
度
の
認
定
実

績
は
82
世
帯
、
子
ど
も

数
は
１
２
４
人
と
、
こ

の
数
年
間
で
倍
増
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

②
「
第
三
次
岐
阜
県
少

子
化
対
策
基
本
計
画
」

の
中
に
「
子
ど
も
の
貧

困
対
策
推
進
法
」
に
基

づ
く
岐
阜
県
の
貧
困
対

策
計
画
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、「
教
育
の
支

援
」「
生
活
の
支
援
」「
保

護
者
に
対
す
る
就
労
の

支
援
」
そ
し
て
「
経
済

的
支
援
」
に
か
か
る
各

施
策
が
掲
げ
て
あ
る
。

ま
た
、「
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
」
に
お
い

て
は
、
任
意
事
業
と
し

て
子
ど
も
に
対
す
る
学

習
支
援
や
保
護
者
へ
の

進
学
助
言
が
あ
り
、
今

後
の
動
向
や
需
要
に
よ

り
「
学
習
支
援
」
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
県
へ

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

町
と
し
て
は
、
新
規

の
支
援
事
業
を
実
施
す

る
予
定
は
無
い
が
、
福

祉
や
教
育
、
税
、
保
険
、

水
道
、
住
宅
な
ど
、
関

係
す
る
担
当
部
署
で
の

横
の
連
携
を
強
化
さ
せ
、

個
々
の
状
況
に
応
じ
た

多
様
な
対
策
を
県
が
主

体
と
な
る
事
業
と
併
合

さ
せ
な
が
ら
包
括
的
に

展
開
し
て
参
り
た
い
。

問問答答

問問

答答

大
沢
ま
り
子

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
問
う
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7 月 24 日（金）、御嵩町町制施行 60周年の記念事業として、御嵩町議会議場で町内の小学生が
議員となって「子ども夢議会」が開かれました。
各小学校の児童数にあわせ、上之郷小学校から 2名、御嵩小学校から 6名、伏見小学校から 4名
の子ども議員が選出され、議長は御嵩小学校から選出された佐合麗生くんが務めました。
子ども議員の御嵩町を住みよい町にしたい、笑顔のあふれる町にしたいという思いの強さが伝わっ
てくる鋭い質問に、本番の議会さながらに緊張感のあるやりとりが繰り広げられました。
おわりに、子ども議長が 10年後の未来を見据えた「夢宣言」を発表し、子ども夢議会を閉会しま
した。

議長　御嵩小学校　佐合麗生
御嵩町は、ぼくがあいさつをすると知らない人でも笑顔であいさつを返してくれ
る、とってもいい町です。
御嵩町を、いじめのない町にしていきたいです。
ぼくたちは、次の十年後の未来を想像し、自分たちの夢に向かって歩いていきます。

子ども　議会 開催
御嵩町町制施行６０周年記念事業

子ども夢宣言

7

原
はら

　　朋
とも

伽
か

（御嵩小学校）

13

草
くさ

田
だ

　悠
ゆう

稀
き

（伏見小学校）

議　長

佐
さ

合
ごう

　麗
れ

生
お

（御嵩小学校）

5

田
た

口
ぐち

　真
ま

衣
い

（御嵩小学校）

11

加
か

納
のう

　功
こう

大
だい

（伏見小学校）

2

澤
さわ

野
の

　洋
よう

誓
せい

（上之郷小学校）

9

渡
わた

邉
なべ

　星
せい

斗
と

（御嵩小学校）

6

三
み

鬼
き

　将
しょうま

磨
（御嵩小学校）

12

草
くさ

野
の

　秀
ひで

斗
と

（伏見小学校）

3

 林
はやし

  　飛
ひりゅう

隆
（御嵩小学校）

10

松
まつ

本
もと

　拓
たく

弥
み

（伏見小学校）

1

奥
おく

村
むら

芽
め

生
い

子
こ

（上之郷小学校）

8

尾
お

﨑
ざき

菜
さ

耶
や

花
か

（御嵩小学校）
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お
年
寄
り
を
大
切
に
す
る
御
嵩
町

 

３
番  

御
嵩
小
学
校  

林　

飛
隆

　
　
　
今
ま
で
電
車
の
優
先
席

に
座
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
積
極
的
に
席
を
譲
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お
年
寄
り
は
け
が
や
病
気
も

し
や
す
い
の
で
、
そ
れ
を
予
防
す
る
た
め
の
方
法
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
町
で
は
何
か
取

り
組
ん
で
い
ま
す
か
。
ま
た
ぼ
く
た
ち
に
何
か
で
き

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
保
険
長
寿
課
長

お
年
寄
り
が
、
病
気
や
怪
我
を
せ
ず
に
、
い
つ

ま
で
も
元
気
で
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
健
康

づ
く
り
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
町
で
は
、〝
み
た
け
健

康
館
〞や〝
伏
見
に
こ
に
こ
館
〞で
の「
筋
ト
レ
教
室
」、

M
T
K
48
と
い
う
お
年
寄
り
の
方
を
中
心
に
し
た
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
「
介
護
予
防
体
操
」
な
ど
様
々
な
方

法
で
「
介
護
予
防
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
町
の
講
座
や
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
お
年
寄
り
の
方
と
交
流

し
、
ま
た
お
年
寄
り
の
体
の
状
態
や
気
持
ち
を
理
解

し
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
ま
ず
は
、
お
年

寄
り
に
電
車
の
席
を
譲
る
と
か
、
小
さ
な
こ
と
で
構

わ
な
い
の
で
、
や
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と

喜
ば
れ
る
と
思
い
ま
す
。

町
は
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
「
お
年
寄
り
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問

答
弁

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
の
被
害
想
定
に
つ
い
て

 

２
番  

上
之
郷
小
学
校　

澤
野
洋
誓

　
　
　
学
校
で
月
に
何
回
か
緊

急
地
震
速
報
が
流
れ
て
セ
イ
フ

テ
ィ
ゾ
ー
ン
を
見
つ
け
る
こ
と

を
し
て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
が
起
き
た
ら

※

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
し
て
も
ひ
と
た
ま
り
も
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
被
害
の
想
定
が
わ
か
れ
ば
、
そ

れ
に
併
せ
た
セ
イ
フ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
を
探
せ
る
と
思
い

ま
す
。 

※
低
い
姿
勢
で
頭
や
体
を
守
り
、
動
か
な
い
こ
と

　
　
　
総
務
防
災
課
長

御
嵩
町
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
想
定
は
、

最
大
で
震
度
「
6
弱
」
で
建
物
の
被
害
は
全
壊
が

1
6
9
件
、
死
者
4
名
、
負
傷
者
1
3
3
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
震
度
は
、
被
害
が

最
も
大
き
か
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、「
震
度
７
」で
し
た
。

数
字
的
に
は
、
1
ポ
イ
ン
ト
下
で
す
が
大
き
な
揺
れ

に
よ
り
被
害
が
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
に
は
違
い
が

あ
り
ま
せ
ん
。

上
之
郷
小
学
校
で
は
朝
の
活
動
で
図
書
室
や
家

庭
科
室
、教
室
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
防
災
頭
巾
を
か
ぶ
り
、

セ
イ
フ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
に
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
、
避
難

経
路
を
歩
く
訓
練
を
し
て
い
る
こ
と
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
之
郷
小
学
校

は
、
防
災
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
る
こ
と
が
良
く
分

か
り
ま
す
。
訓
練
で
出
来
な
い
こ
と
は
、
本
番
で
は

出
来
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
命
を
守
る

た
め
、
今
後
も
こ
の
活
動
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

質
問

答
弁

住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

１
番  

上
之
郷
小
学
校  

奥
村
芽
生
子

　
　
　
住
み
よ
い
町
に
す
る
た

め
に
、
上
之
郷
小
学
校
で
は
地

域
そ
う
じ
を
し
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
大
切
だ
と
思
う
し
、
ほ
か
に
も

御
嵩
町
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
参
考
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
企
画
調
整
担
当
参
事

「
歴
史
や
文
化
の
あ
る
誇
れ
る
町
」、「
自
然
豊
か

な
森
が
あ
る
町
」「
挨
拶
が
で
き
る
明
る
い
町
」「
地

震
や
災
害
に
も
強
い
町
」、「
お
年
寄
り
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
」、
な
ど
様
々
な
『
住
み
よ
い
町
』
が

あ
り
ま
す
。

「
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
町
」
も
住
み
よ
い
町
に

向
け
て
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
す
。

御
嵩
町
と
し
て
は
、「
住
み
よ
い
町
」
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
が
町
民
の
皆

さ
ん
が
、
住
み
よ
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

様
々
な
政
策
や
施
策
を
考
え
て
町
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
取
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、
小
さ
な
こ
と
で
も
、
御
嵩
町
を
住

み
よ
い
町
に
し
よ
う
と
考
え
、
よ
り
良
く
し
た
い
と

い
う
思
い
が
積
み
重
な
っ
て
、
よ
り
良
い
御
嵩
町
に

な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

質
問

答
弁
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ル
ー
ル
を
守
る
人
を
増
や
す
た
め
に

 

７
番  

御
嵩
小
学
校  

原　

朋
伽

　
　
　
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
、
車

い
す
の
マ
ー
ク
が
つ
い
た
駐
車

場
に
障
が
い
を
持
っ
て
い
な
い

人
が
車
を
止
め
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。
駐
車
場

を
不
正
に
使
う
人
を
減
ら
す
た
め
に
、
小
学
校
で
ポ

ス
タ
ー
を
作
り
、
そ
れ
ら
を
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
貼
る

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
呼
び
か
け
て
、
不
正
な

人
を
減
ら
せ
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
福
祉
課
長

今
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
ほ
か
、
病
院
や
公
園

な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
施
設
に
車
い
す
用
の
駐
車
場
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
役
場
に
も
３
台
分
の
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
車
い
す
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
と
、
私
た
ち
が
協
力
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

は
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
提
案
し
て
い
た
だ

い
た
、
た
く
さ
ん
の
人
に
呼
び
掛
け
る
方
法
は
と
て

も
良
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
は
、
効
果

が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
今
日
こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん

か
ら
提
案
し
て
、
学
校
の
児
童
会
な
ど
で
話
し
合
っ

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
役
場
で
も
、
広
報
紙

な
ど
で
た
く
さ
ん
の
人
に
呼
び
掛
け
る
こ
と
を
検
討

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
い
き
、
誰

も
が
お
互
い
に
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
ち
、
暮
ら

し
や
す
い
町
を
み
ん
な
で
一
緒
に
な
っ
て
作
っ
て
い

け
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

答
弁

御
嵩
町
を
明
る
く 

６
番  

御
嵩
小
学
校  

三
鬼
将
磨

　
　
　
御
嵩
町
を
明
る
く
、
住

み
や
す
い
町
に
す
る
た
め
に

は
、
あ
い
さ
つ
を
広
げ
て
い
け

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
人
と
す
れ
違
っ
た
と

き
に
は
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。
町

で
は
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
か
ら
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
生
涯
学
習
課
長

昨
年
開
催
さ
れ
た
「
笑
顔
づ
く
り
子
ど
も
サ
ミ
ッ

ト
」
で
「
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
」
が
宣
言
さ
れ
た
よ

う
に
、
小
中
学
校
で
は
あ
い
さ
つ
運
動
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

町
内
の
団
体
に
お
い
て
も
、
青
少
年
育
成
町
民

会
議
や
「
お
Ｓ
Ｕ
Ｎ
歩
あ
る
き
た
い
」
の
皆
さ
ん
が
、

進
ん
で
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
は
「
あ
い
さ
つ
活
動
」
に
よ
り
子
ど
も
達
と

気
持
ち
を
通
じ
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
町
と
し
て
も
、
学
校
の
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

を
参
考
に
し
て
、
家
庭
教
育
を
は
じ
め
、
成
人
講
座
、

公
民
館
活
動
、
図
書
館
・
文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
な
ど
社
会
教
育
の
場
で
、
あ
ら
た
め
て
「
あ
い
さ

つ
」
の
大
切
さ
を
広
く
知
ら
せ
、
盛
ん
に
「
あ
い
さ

つ
」
が
飛
び
交
う
町
に
な
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
地
域
の
中
で
更
に

「
あ
い
さ
つ
」
の
輪
が
広
が
り
、
御
嵩
町
が
明
る
く

な
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

質
問

答
弁

大
人
も
子
ど
も
も
ふ
れ
あ
え
る
ス
ペ
ー
ス

 

５
番  

御
嵩
小
学
校  

田
口
真
衣

　
　
　
大
人
と
子
ど
も
が
ふ
れ

あ
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
い

ろ
い
ろ
な
話
を
す
れ
ば
、
子
ど

も
は
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
が
で
き
、
大

人
は
生
き
が
い
を
見
つ
け
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
場
所
は
、
中
山
道
み
た
け
館
や
地
域
の
公
民

館
、
集
会
所
、
さ
ん
さ
ん
広
場
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
考

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

子
ど
も
と
大
人
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
町
の

公
民
館
で
参
加
で
き
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。
御
嵩

公
民
館
で
は
子
ど
も
教
室
と
し
て
、
様
々
な
体
験
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
イ
ガ
モ
を
育
て

な
が
ら
の
米
づ
く
り
体
験
や
、
昨
年
度
の
例
と
し
て

は
、
光
る
ど
ろ
団
子
作
り
、
木
ぼ
っ
く
り
作
り
、
ど

ろ
ん
こ
遊
び
、
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
御
嵩
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が
里
山
の

恵
み
を
活
用
し
た
体
験
学
習
を
開
催
し
て
お
り
、
き

の
こ
用
原
木
切
り
や
、
炭
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
水
土
里

隊
」
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
身
近
な
施
設
だ
け
で
な
く
、
自
然

の
中
や
、
ふ
だ
ん
行
け
な
い
と
こ
ろ
で
環
境
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
良
い
体
験
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

質
問

答
弁
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伏
見
小
の
雨
漏
り
の
工
事
に
つ
い
て

 

10
番  

伏
見
小
学
校  

松
本
拓
弥

　
　
　
伏
見
小
学
校
は
、
町
内

で
一
番
古
く
歴
史
の
あ
る
学
校

で
す
。
古
い
た
め
に
雨
漏
り
が

ひ
ど
く
、
授
業
が
中
断
す
る
こ
と
が
何
度
も
あ
り
、

大
変
困
っ
て
い
ま
す
。
快
適
に
過
ご
せ
れ
ば
勉
強
に

集
中
で
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難
場
所
と
し
て

も
使
え
ま
す
。
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学
校
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
教
育
担
当
参
事

伏
見
小
学
校
は
、
明
治
６
年
に
開
校
し
た
歴
史

の
あ
る
小
学
校
で
す
。
現
在
の
校
舎
は
町
内
の
学
校

施
設
で
も
っ
と
も
古
い
校
舎
で
す
。
建
築
当
時
は
、

町
で
初
め
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎
で
あ
り

ま
し
た
が
、
建
築
か
ら
50
年
近
く
に
も
な
り
、
修
繕

箇
所
が
発
生
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
耐
震

補
強
工
事
な
ど
や
、
毎
年
、
雨
漏
り
防
止
の
屋
根
防

水
工
事
な
ど
を
行
い
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
授
業
が

で
き
る
よ
う
計
画
的
に
修
繕
や
工
事
を
行
っ
て
き
て

い
ま
す
。
特
に
、
雨
漏
り
修
繕
に
つ
い
て
は
毎
年
努

力
を
し
て
い
ま
す
が
、
修
繕
し
た
別
の
場
所
か
ら
、

ま
た
雨
漏
り
が
発
生
す
る
状
況
で
す
。
雨
漏
り
が
発

生
す
る
と
、
す
ぐ
に
職
員
が
駆
け
付
け
、
天
井
裏
に

入
り
原
因
を
探
し
て
、
皆
さ
ん
が
学
習
に
集
中
で
き

る
よ
う
、
一
生
懸
命
修
繕
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て
授
業
が

で
き
る
校
舎
に
す
る
た
め
に
、
も
っ
と
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

質
問

答
弁

み
た
け
の
森
の
中
に
あ
る
広
場
を
大
き
く
す
る

 

９
番  

御
嵩
小
学
校  

渡
邉
星
斗

　
　
　
さ
さ
ゆ
り
祭
り
で
お
弁

当
を
食
べ
た
と
き
、
み
た
け
の

森
の
広
場
が
狭
く
感
じ
ま
し
た
。

み
た
け
の
森
で
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
絶
滅
危

惧
種
と
し
て
保
護
を
し
て
い
る
オ
オ
タ
カ
に
つ
い
て

の
イ
ベ
ン
ト
を
、
た
く
さ
ん
の
人
が
来
や
す
い
「
み

た
け
の
森
」で
行
う
と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
農
林
課
長

み
た
け
の
森
に
は
、
二
つ
の
芝
生
広
場
が
あ
り
、
両
方

で
中
公
民
館
の
敷
地
の
2
個
分
の
広
さ
に
な
り
ま
す
。
広
場

を
広
げ
る
こ
と
は
、
長
い
年
月
で
育
っ
た
草
花
を
失
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
の
自
然
を
残
し
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に

み
た
け
の
森
の
自
然
を
見
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
場
者
は
イ
ベ
ン
ト
時
以
外
で
も
年
間
、
3
万
6
，0
0
0

人
の
方
が
来
て
楽
し
ん
で
い
か
れ
ま
す
。
季
節
ご
と
に
イ
ベ

ン
ト
が
出
来
た
ら
、
さ
ら
に
た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
に
は
、

た
く
さ
ん
の
人
が
、
た
く
さ
ん
の
時
間
を
費
や
し
て
準
備
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
イ
ベ
ン
ト
だ
け
に
頼
る
こ
と
な

く
普
段
か
ら
来
て
い
た
だ
け
る
魅
力
的
な
森
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

オ
オ
タ
カ
は
、
準
絶
滅
危
惧
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
み

た
け
の
森
な
ど
で
オ
オ
タ
カ
の
巣
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
さ
さ
ゆ
り
祭
り
の
時
に
も
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

御
嵩
町
に
は
、
オ
オ
タ
カ
以
外
に
も
、
希
少
種
で
保
護

が
必
要
な
動
植
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
保
護

し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

答
弁

１
年
に
１
回
の
公
共
の
場
の
そ
う
じ
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嵩
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学
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尾
﨑
菜
耶
花

　
　
　
公
園
な
ど
、
公
共
の
場

が
汚
い
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
公
園
が
き
れ
い
じ
ゃ
な
い

と
使
お
う
と
思
わ
な
い
で
し
ょ
う
。
気
持
よ
く
使
え

る
よ
う
に
１
年
に
１
回
、
み
ん
な
で
そ
う
じ
を
す
る

こ
と
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
御
嵩
町
と
し
て
日
ご
ろ

か
ら
公
園
が
き
れ
い
に
な
る
よ
う
に
で
き
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
建
設
課
長

御
嵩
町
の
中
に
は
、
た
く
さ
ん
の
公
園
が
あ
り
ま

す
。
一
番
大
き
な
南
山
公
園
で
は
、
町
が
お
金
を
出

し
て
、
芝
生
の
手
入
れ
や
そ
う
じ
が
行
わ
れ
、
き
れ

い
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遊
び
に
来
た
人
た
ち

も
、
き
れ
い
に
使
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
児
童
公
園
や
、
団
地
の
中
に
あ
る
公
園

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
公
園
を
使
う
人
や
、

自
治
会
の
人
た
ち
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
一
年
に
一
回
、「
町
内
一
斉
清
掃
」
と

い
う
日
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、小
学
生
や
中
学
生
、

高
校
生
の
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

道
路
や
公
園
の
草
刈
り
、
掃
除
な
ど
の
活
動
を
さ
れ

て
い
る
方
が
多
く
み
え
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
活
動
が

広
が
っ
て
、
御
嵩
町
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く
と
し

た
ら
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
町
じ
ゅ
う

が
き
れ
い
に
な
る
よ
う
、
将
来
皆
さ
ん
に
、
そ
う
じ

が
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
す
ば
ら
し
い
発
明
や
、

活
躍
を
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

質
問

答
弁
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御
嵩
町
の
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
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伏
見
小
学
校
の
教
室
に

は
エ
ア
コ
ン
が
な
く
、
外
の
風

を
入
れ
る
た
め
に
窓
を
開
け
て

い
ま
す
。
周
り
で
野
焼
き
を
す
る
人
が
い
て
、
臭
い

煙
が
入
り
込
ん
で
く
る
と
、
窓
を
閉
め
、
暑
さ
に
耐

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
野
焼
き
が
な
く
な
る
よ

う
に
御
嵩
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
ま
す

か
。

　
　
　
住
民
環
境
課
長

昔
は
、
寒
い
朝
に
は
体
を
温
め
る
た
め
に
焚
火

に
あ
た
っ
た
り
、
落
ち
葉
を
集
め
て
燃
や
し
て
、
焼

き
芋
を
作
っ
た
り
と
い
う
光
景
を
よ
く
目
に
し
ま
し

た
。
今
は
、
む
や
み
に
野
焼
き
は
で
き
ま
せ
ん
。
法

律
に
よ
り
、
一
部
の
例
外
を
除
き
ご
み
の
焼
却
は
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。

一
部
の
例
外
の
な
か
に
、
農
業
、
林
業
な
ど
で

や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
焼
却
、
例
え

ば
田
ん
ぼ
や
畑
の
草
焼
き
な
ど
や
、
た
き
火
そ
の
他

日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
焼
却
で
軽
微

な
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、学
校
や
病
院
、

住
宅
密
集
地
な
ど
で
の
野
焼
き
は
、
付
近
の
住
民
に

大
変
迷
惑
に
な
り
ま
す
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生

な
ど
に
よ
っ
て
健
康
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
一
般
家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
も
ち
ろ
ん
禁

止
で
す
が
、
落
ち
葉
や
草
の
野
焼
き
で
も
時
間
や
風

向
き
を
考
え
て
、
み
な
さ
ん
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
に
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
パ
ト
ロ
ー
ル
や
広
報
を

し
て
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問

答
弁

広
見
線
の
乗
車
率
を
高
め
る
た
め
に
P
R
す
る
方
法
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乗
っ
て
残
そ
う
広
見
線

と
い
う
運
動
が
始
ま
っ
て
６
年

に
な
る
そ
う
で
す
が
、
十
分
な

成
果
は
得
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
私
は
思
い
ま
す
。

ら
っ
ぴ
ぃ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
電
車
を
走
ら
せ
る
、
自

転
車
の
車
内
へ
の
持
ち
込
み
を
可
能
に
す
る
な
ど
、

電
車
に
魅
力
を
持
た
せ
る
と
、
広
見
線
の
活
性
化
に

も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
企
画
課
長

と
て
も
面
白
い
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。

過
去
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ぎ
ふ
清
流
国
体
の
時
に
、

広
見
線
に
町
独
自
の
行
き
先
系
統
板
を
使
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
提
案
し
て
く
れ
た
「
ら
っ
ぴ
ぃ
」
は
、
こ

の
よ
う
な
形
で
あ
れ
ば
実
現
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

の
で
、
一
度
名
鉄
に
お
願
い
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
行
楽
地
な
ど
へ
出
掛
け
る
時
、
多
く
の

人
が
自
動
車
で
移
動
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
渋
滞

に
巻
き
込
ま
れ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

電
車
は
正
確
な
時
間
で
目
的
地
に
着
き
、
エ
コ
な
移

動
手
段
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
や
高
校
生
な
ど
自
動
車

を
運
転
で
き
な
い
人
に
と
っ
て
は
必
要
不
可
欠
な
移
動

手
段
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
名
鉄
広
見
線
を
い
つ
ま
で
も

残
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
家
族
で
お
出
掛
け
す
る
と
き
は
「
電
車
で
行

こ
う
よ
」
と
、
皆
さ
ん
か
ら
提
案
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
小
さ
な
行
動
の
積
み
重
ね
か
ら
利
用

者
が
増
え
、
広
見
線
の
存
続
に
つ
な
が
り
ま
す
。

質
問

答
弁

亜
炭
鉱
の
埋
め
立
て
に
つ
い
て
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町
内
で
は
亜
炭
鉱
が
閉

山
さ
れ
た
１
９
６
８
年
か
ら
47

年
も
埋
め
戻
さ
れ
る
こ
と
な
く

放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
か
ら
お
金
を
出
し
て
埋
め

戻
し
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。被
害
を
減
ら
す
た
め
に
、

調
査
し
、
さ
ら
に
詳
し
い
亜
炭
鉱
マ
ッ
プ
を
作
り
、

人
が
集
ま
る
場
所
に
掲
示
す
れ
ば
災
害
時
の
被
害
を

減
ら
せ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
亜
炭
鉱
廃
坑
対
策
室
長

御
嵩
町
で
は
、
戦
争
中
や
戦
争
が
終
わ
っ
た
こ
ろ

に
沢
山
の
亜
炭
が
掘
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
御
嵩

町
は
、
人
口
が
増
え
繁
栄
し
て
い
ま
し
た
。
町
の
歴

史
を
知
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
将
来
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
機
会
を
見
つ
け

て
亜
炭
が
掘
ら
れ
て
い
た
頃
の
歴
史
に
つ
い
て
興
味

を
持
っ
て
調
べ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
役
場
と
隣
り
の
小
中
学
校
で
亜
炭
を
掘
っ

た
後
の
穴
を
埋
め
る
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
亜

炭
鉱
の
埋
め
立
て
に
は
、
と
て
も
多
く
の
お
金
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
簡
単
に
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
皆
さ
ん
が
町
の
歴
史
に
つ
い
て
知
り
、
郷

土
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
亜
炭
鉱
を
埋
め
る
技
術
に

興
味
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
将
来
、
土
木
技
術
が
大

き
く
進
歩
し
、
簡
単
に
亜
炭
鉱
を
埋
め
る
こ
と
や
、

調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
亜
炭
鉱
の

問
題
は
自
然
に
私
た
ち
の
町
か
ら
無
く
な
る
も
の
と

信
じ
て
い
ま
す
。

質
問

答
弁
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7 月 5日（日）に御嵩町議会議員選挙が行われ、12名の議員が決定しました。
議員の任期は平成27年 7月26日から平成31年 7月25日の4年間です。

１住所　　 2生年月日　　 3電話番号　　 4職業

私の抱負〈議席順〉

奥
おく

村
むら

　雄
ゆう

二
じ

安
あん

藤
どう

　信
しん

治
じ

築こう、御嵩の未来
皆さまのご厚情により初当選させていた
だき、心より感謝申し上げます。
これからは、今までにない新たな視点で
世の中を見通すことが必要な時代です。
皆さまの声を議会に届け、御嵩町の明る
い未来を築くため、ひとつひとつ誠実に取
り組んでいく覚悟でございます。
どうかよろしくお願いいたします。

将来に残そう魅力ある郷土を
私たちは、これまでの常識的な判断では
解決できないような多くの問題を抱える時
代に生きています。これらの難題と真剣に
向き合いみなさんとともに考え行動し、そ
の決断と結果に誇りと責任をもって将来を
担う御嵩町の子どもたちに、魅力的な郷土
「みたけ」を引き継いでいくことこそが私
の議員としての覚悟です。

１中1243番地1

２昭和36年2月14日

3 67-0817

４農業

１御嵩710番地3

２昭和27年9月10日

3 67-0707

４農業
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伏
ふせ

屋
や

　光
みつ

幸
ゆき

山
やま

口
ぐち

　政
まさ

治
はる

安
あん

藤
どう

　雅
まさ

子
こ

高
たか

山
やま

　由
よし

行
ゆき

御嵩に立ち寄りたい町づくり
町制施行60周年の年に議員を務めさせて
いただき光栄です。私は「御嵩の活力」をモッ
トーに御嵩町のために元気よく働きます。
御嵩は歴史的に誇れる中山道文化が豊富
で、豊かな自然環境に満ちた町であります。
安全で安心して暮らせる町は当然のことで
ありますが、立ち寄りたい町づくりが欠け
ています。「自慢ができる目玉」を町民の
皆さま方のご意見をいただきながら、私は
課題実現を目指し頑張ります。

住みたいまちを目指す
少子高齢化、有害鳥獣、公共交通、防災
等の対策に取り組むと抱負を掲げ、４年間
取り組んできましたが、まだ先が見えてき
ません。
買い物弱者への対応、急激な人口減少に
歯止めを掛ける施策も含め、更なる調査、
研究をすすめてまいります。
皆が住みたいまちをめざして。

人にやさしい町づくり
住民の皆さんのお声を大切にしながら、
子どもの育つ環境、介護のいらない心と身
体づくりを中心に「人にやさしい町づくり」
を目指します。
自分の意見を伝えたくても伝えられない
方、気軽に声をかけてください。真 に受
け止め努力します。よろしくお願いいたし
ます。

「きらり」と光る御嵩町を目指して！
町民の皆さまに２回目の当選の栄誉をい
ただきまして、まずもってお礼と新たな議員
としての決意と覚悟でいます事をお伝えしま
す。「人のためになりたい」との熱い思いで、
１期目を全力投球してまいりましたが、２期
目も町民の皆さまに寄り添える代弁者とし
て、御嵩町民が「笑顔」で「きらり」と光る
まちにしていきたい気持ちでいっぱいです。
御嵩町を想う熱い情熱で４年間を町民の皆さ
まと共に全力で御嵩町創生に取り組みます。

１伏見1241番地3

２昭和21年8月8日

3 67-2459

４農業

１大久後7745番地

２昭和31年6月20日

3 67-0825

４石材販売業

１中2220番地1

２昭和29年2月13日

3 67-0848

４スイミングインストラクター

１御嵩559番地1

２昭和32年5月21日

3 67-5208

４会社員
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柳
やぎゅう

生　千
ち

明
あき

加
か

藤
とう

　保
やす

郎
ろう

山
やま

田
だ

　儀
のり

雄
お

大
おお

沢
さわ

　まり子
こ

地域と人に活力を
地域の皆さまのご厚情に心より感謝申し
上げます。地方創生の施策については、地
域住民の方々の協力、次世代を担う子ども
たち、高齢者共々知恵と工夫により取り組
んでまいらなければなりません。
地域の事に耳を傾け、話し合いを通して、
課題多き町政でありますが、具体的な改善
や実現のため、皆さまの期待に応えられる
よう、４年間頑張ってまいりますので、よ
ろしくお願いいたします。

「対話」と「参加」
地方の時代が叫ばれる中で、皆様と共に
考え「対話」と「参加」を大切にしながら
町民が主役のまちづくりに努め、課題を取
り上げて、階段を登るごとく一段一段解決
に向けて対応していきます。
また、安全で安心な御嵩町の実現と、少
子高齢化の時代に対応した子育て環境と福
祉の充実にも努めます。町行政施策に反映
することができるよう、提案方式での活動
に努めます。よろしくお願いいたします。

議員として
御嵩町には、中山道を基とした多くの歴史や

自然豊かな里山があり、自然環境に恵まれた大
変住みやすい町であることを実感しています。
今後、議員としてこうした町の特性を基に、

財政健全化のために行政事務・事業を精査し、
心豊かで活力のある町づくりのために、住民の
皆さんのご意見やご要望などを積極的にお聞き
して、町政に反映し期待に応えられるよう議員
活動を行ってまいりますので、今後ともよろし
くお願いいたします。

笑顔あふれる御嵩町を目指して
「大衆とともに」との立党精神を胸に
１　小さな声に応える力
２　問題解決へつなげる力
３　女性の感性を生かす力
４　地域の未来をつくる力
この四つの力を発揮して、町民の皆さま
の声をしっかりと受け止め「災害に強く誰
もが安心して暮らせる、笑顔あふれる街づ
くり」に全力で取り組んでまいります。
どうぞ、お気軽にお声をかけてください。

１伏見1473番地

２昭和28年1月13日

3 67-2064

４農業

１顔戸872番地3

２昭和25年3月14日

3 67-1513

４無職

１津橋4015番地3

２昭和25年5月30日

3 67-5145

４農業

１中2678番地7

２昭和30年10月1日

3 67-3868

４無職
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議
　
長
　
大
沢

　
ま
り
子

７
月
30
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
に
選
出
し
て
い
た

だ
き
、
大
任
を
拝
し
ま
し
た
。

御
嵩
町
議
会
初
の
女
性
議
長
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
、
ま
さ
に

女
性
が
輝
く
世
紀
と
言
わ
れ
る
中
で
、
女
性
と
し
て
の
発
想
と

感
性
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
中
、私
た
ち
議
員
に
は
、

行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
責
務
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の

地
域
を
元
気
に
す
る
「
地
方
創
生
」
と
い
う
役
割
が
一
層
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
付
託
を
受
け
た
議
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、

自
ら
の
特
性
を
生
か
し
、
御
嵩
町
の
明
る
い
未
来
を
築
く
た
め

に
力
を
充
分
に
発
揮
で
き
る
議
会
を
目
指
し
、
議
長
の
職
責
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
「
心
こ
そ
大
切
な
れ
」
と
い
う
信
条
を
持
っ
て
、
町
執

行
部
と
両
輪
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
の
た
め
に
、
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

岡
おか

本
もと

　隆
たか

子
こ

谷
たに

口
ぐち

　鈴
すず

男
お

ひとが元気！まちが元気！自然が元気！
皆さまから力強いご支援をいただき、安心
して心豊かに暮らせる町づくりのために行動
する決意を新たにしています。
・支えあう仕組みづくり。ボランティアや
NPO活動の拠点の提案。
・空き家の問題について創造的解決に向けて
道筋をつけます。
・子育て政策のきめ細かな充実を目指します。
・豊かな自然と生活環境保全のために議論をすすめます。
・より開かれた議会のために様々な改革への提案をします。

適正・効率的な行政運営をめざして
皆さまのご厚情に心より感謝申し上げま
す。
議会は地域住民の皆さまの利益を地方政
治の中でいかに確保していくかという大切
な任務を負っています。
私たちは議決権を有効に行使しながら、
適正かつ効率的な行政運営が行われる最大
の努力をしなければならないと自覚し、新
たにスタートする任期を全うしたいと思い
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

１中2149番地9

２昭和29年6月28日

3 67-0764

４学習塾塾長

１中998番地3

２昭和20年10月17日

3 67-0680

４会社役員
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副議長

高山由行
議長

大沢まり子

▽
議
長
・
副
議
長

議　

長　

大
沢
ま
り
子

副
議
長　

高
山　

由
行

▽
総
務
建
設
産
業
常
任

委
員
会

委
員
長　

谷
口　

鈴
男

副
委
員
長　

柳
生　

千
明

委　

員　

山
田　

儀
雄

　
　
　
　

安
藤　

雅
子

　
　
　
　

高
山　

由
行

　
　
　
　

安
藤　

信
治

総
務
部
、
建
設
部
及

び
会
計
課
の
所
管
に
属

す
る
事
項
並
び
に
他
の

委
員
会
に
属
さ
な
い
事

項
を
所
管
し
ま
す
。
町

政
の
総
合
的
な
計
画
や

調
整
、
予
算
、
財
産
、

危
機
管
理
・
防
災
、
町

税
、
産
業
振
興
、
ま
ち

づ
く
り
、
道
路
な
ど
に

関
す
る
こ
と
で
す
。

▽
民
生
文
教
常
任
委
員

会委
員
長　

岡
本　

隆
子

副
委
員
長　

山
口　

政
治

委　

員　

大
沢
ま
り
子

　
　
　
　

加
藤　

保
郎

　
　
　
　

伏
屋　

光
幸

　
　
　
　

奥
村　

雄
二

民
生
部
及
び
教
育
委

員
会
の
所
管
に
属
す
る

事
項
を
所
管
し
ま
す
。

文
化
振
興
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
児
童
の
福

祉
、
国
民
健
康
保
険
・

年
金
、
町
立
小
中
学
校
、

ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習

な
ど
に
関
す
る
こ
と
で

す
。

▽
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

山
田　

儀
雄

副
委
員
長　

安
藤　

雅
子

委　

員　

谷
口　

鈴
男

　
　
　
　

岡
本　

隆
子

　
　
　
　

高
山　

由
行

議
会
の
円
滑
な
運
営

を
図
る
た
め
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
議
会
の

運
営
、
議
会
の
会
議
規

則
、
委
員
会
に
関
す
る

条
例
等
に
関
す
る
事
項

を
所
管
し
ま
す
。

▽
議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長　

安
藤　

信
治

副
委
員
長　

伏
屋　

光
幸

委　

員　

奥
村　

雄
二

議
会
の
審
議
活
動
状

況
を
住
民
に
周
知
さ
せ

る
た
め
に
発
行
す
る
議

会
報
を
編
集
し
ま
す
。

年
４
回
、
定
例
会
ご
と

に
発
行
し
ま
す
。

▽
共
和
中
学
校
組
合
議

会
議
員

大
沢
ま
り
子

岡
本　

隆
子

山
口　

政
治

柳
生　

千
明

伏
屋　

光
幸

▽
可
茂
消
防
事
務
組
合

議
会
議
員

大
沢
ま
り
子

▽
可
児
川
防
災
等
た
め

池
組
合
議
会
議
員

大
沢
ま
り
子

高
山　

由
行

▽
御
嵩
町
監
査
委
員

（
議
会
選
出
）

加
藤　

保
郎

　

常任委員会委員、議会報編集委員の選任
第２回臨時会は７月３０日に開かれ、議長に大沢まり子氏が、副議長に高山由行氏が選任さ
れました。常任委員会委員や議会運営委員会委員、議会報編集委員会委員等がそれぞれ選任さ
れました。
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【
27
年
5
月
〜
7
月
】

議
会
日
誌

８
日 

可
茂
地
域
市
町
村
議
会
議
長
会

10
日 

か
も
１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
や
お
つ

 

文
化
協
会
総
会

14
日 

議
会
運
営
委
員
会

15
日 

花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
ぎ
ふ
レ
セ
プ

シ
ョ
ン

 

可
児
地
区
交
通
安
全
大
会

16
日 

花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
開
会
式

 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
会

19
日 

可
茂
食
品
衛
生
協
会
御
嵩
支
部
定
期

総
会

 

商
工
会
通
常
総
会

21
日 

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会
協
議
会

22
日 

民
生
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

 

可
茂
町
村
議
会
議
長
会

24
日 

い
き
い
き
健
康
ま
つ
り
・
福
祉
ま
つ

り
・
森
づ
く
り
リ
レ
ー

25
日 
全
員
協
議
会

 
議
会
運
営
委
員
会

 

新
丸
山
ダ
ム
促
進
期
成
同
盟
総
会

26
日
・
27
日

 

全
国
町
村
正
副
議
長
研
修
会

28
日 

第
２
回
定
例
会
（
初
日
）

31
日 

み
た
け
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
総
会

１
日 

岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

２
日 

第
２
回
定
例
会
（
一
般
質
問
）

３
日 

岐
阜
県
東
海
北
陸
自
動
車
道
建
設
連

絡
協
議
会
総
会

５
日 

第
２
回
定
例
会
（
最
終
日
）

７
日 

み
た
け
の
森
さ
さ
ゆ
り
ま
つ
り

14
日 

可
児
郡
消
防
操
法
大
会

20
日 

少
年
の
主
張
大
会

21
日 

花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
閉
会
式

25
日 

東
海
環
状
自
動
車
道
中
東
濃
地
域
建

設
促
進
総
会

10
日 

県
議
・
可
茂
土
木
と
の
行
政
懇
談
会

14
日 

可
茂
地
域
一
部
事
務
組
合
臨
時
会

22
日 

可
茂
町
村
議
会
議
員
研
修
会

24
日 

町
制
施
行
60
周
年
事
業

 

子
ど
も
夢
議
会

27
日 

議
員
全
員
協
議
会

28
日 

県
消
防
操
法
大
会
操
法
訓
練
激
励
壮

行
会

30
日 

第
２
回
臨
時
会

 

議
会
運
営
委
員
会

５
月

６
月

７
月

※今回は編集後記は省略させていただきます

新しく当選された議員の皆さん

■平成27年9月1日　■編集／議会報編集委員会　■発行／御嵩町議会　■岐阜県可児郡御嵩町御嵩1239－1　☎0574－67－2111
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